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平成２９年度 事業報告 
 

社会福祉法人 つるぎ町社会福祉協議会 

 
 
 

 
 

法人全体の管理・他の部門が事業を遂行しやすい環境をつくる 

 

【組織管理】 

① 会員の募集 

法人の目的に賛同していただいた方に、１口５００円の会費を募る。また、集められた会費は 

地域福祉活動に有効活用する。 

ア．一般会員 ４，３６０戸（貞光 2,026戸・半田 1,858戸・一宇 476戸） 

イ．特別会員    ２８名（理事 11名・監事２名・評議員 15名） 

② 理事会・評議員会の開催 

 

開催概要 審議内容 

第 1回 理事会 

日 時 平成 29年 5月 25日 

場 所 就業改善センター 

参加者 理事 10名 

 監事  2名 

専決処分の承認について（平成２８年度 補正予算（第４号）） 

専決処分の承認について（生活困窮者一時立替金の支出） 

専決処分の承認について（災害等被災見舞金の支出） 

情報公開資料の閲覧に関する規程（案）の制定について 

平成２８年度 事業報告及び収支決算の承認について（監査報告） 

平成２９年度 補正予算（第１号）について 

平成２８年度 社会福祉活動助成完了報告の承認について 

評議員会の開催日時及び場所、議題（案）について 

第 1回 評議員会 

日 時 平成 29年 6月 22日 

場 所 就業改善センター 

参加者 評議員 12名 

 監事    1名 

専決処分の承認について（平成２８年度 補正予算（第４号）） 

情報公開資料の閲覧に関する規程の制定について 

平成２８年度 事業報告及び収支決算の承認について（監査報告） 

平成２９年度 補正予算（第１号）について 

理事・監事の選任について 

法人運営部門 
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第２回 理事会 

日 時 平成 29年 6月 29日 

場 所 就業改善センター 

参加者 理事 10名 

 監事  1名 

専決処分の承認について（生活困窮者一時立替金の支出） 

会長の選任について 

副会長の選任について 

処務規程の一部を改正する規程について 

会員及び会費徴収規程の一部を改正する規程について 

事務局規程の一部を改正する規程について 

組織規定の一部を改正する規程について 

第３回 理事会 

日 時 平成 29年 10月 3日 

場 所 就業改善センター 

参加者 理事  7名 

 監事  2名 

専決処分の承認について（平成２９年度第２回補正予算） 

専決処分の承認について（生活困窮者一時立替金の支出） 

職務執行状況報告 

会計規程の一部を改正する規程について 

役員及び評議員の報酬等並びに費用弁償に関する規程の制定について 

苦情解決第三者委員の選考について 

第１３回つるぎ町社会福祉大会について 

第２回評議委員会の開催日時及び場所、議題について 

第２回 評議員会 

日 時 平成 29年 10月 23日 

場 所 就業改善センター 

参加者 評議員 13名 

専決処分の承認について（平成 29年度第２回補正予算） 

会計規程の一部を改正する規程について 

役員及び評議員の報酬並びに費代弁償に関する規程の制定について 

第４回 理事会 

日 時 平成 30年 3月 12日 

場 所 就業改善センター 

参加者 理事 11名 

 監事  2名 

専決処分の承認について（生活困窮者一時立替金の支出） 

職務執行状況報告 

定款の一部を改正する定款の承認について 

役員及び評議員の報酬等 並びに 

費用弁償に関する規程の一部を改正する規程の承認について 

役員及び評議員の費用弁償額に関する規程（案）の制定について 

平成３０年度事業計画及び予算の承認について 

平成３０年度社会福祉活動助成の承認について 

第３回評議員会の開催日時及び場所、議題について 

第３回 評議員会 

日 時 平成 30年 3月 23日 

場 所 就業改善センター 

参加者 評議員 12名 

  

定款の一部を改正する定款の承認について 

役員及び評議員の報酬等 並びに 

費用弁償に関する規程の一部を改正する規程の承認について 

役員及び評議員の費用弁償額に関する規程（案）の制定について 

平成３０年度事業計画及び予算の承認について 
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【財務管理】 

① 監査の実施  

実施名 実 施 内 容 実施月日及び場所 参加人員 

随時監査 ・４月、５月、６月、７月分社会福祉事業（合計） 
平成 29年８月１０日 

社協事務所 
監 事 ２名 

随時監査 
・８月、９月、１０月、１１月分 

社会福祉事業（合計） 

平成 29年１２月１１日 

社協事務所 
監 事 ２名 

随時監査 
・１２月、１月、２月、３月分 

社会福祉事業（合計） 

平成 30年５月１0日 

社協事務所 
監 事 ２名 

定期監査 

・平成２９年度の４月～３月分 

社会福祉事業（合計） 

・平成２９年度の事業報告及び会計決算 

平成 30年５月１0日 

社協事務所 
監 事 ２名 

一般指導

監査 
・平成２９年度 事業業務及び会計業務 

平成 30年２月２８日 

社協事務所 

徳島県西部 

県民局 ２名 

町福祉課１名 

【広 報】 

① 町広報誌等を活用した情報提供 

町広報誌「広報つるぎ」に掲載または同封。ＩＰ告知放送サービスを活用し、各種イベントの 

案内や事業に関する情報提供を実施。 

②ホームページによる広報 

平成 29 年 4 月 1 日から社会福祉法人の大規模な制度改革に関する法律が施行され、その改革の

一つに「事業運営の透明性の向上」として事業の目的と結果の公開が義務づけられ、ホーム 

ページを開設。定められた書類（定款・計算書類・役員名簿・報酬規程）を公開すると共に事業

内容等の情報を発信している。 

【企 画】 

① 全町一斉河川・道路清掃 

全町一斉に清掃の活動を呼びかけをし、地域が一緒に活動することにより住民同士の絆を深めた。

活動の時期、内容は地域によって異なる。 

皆様のご協力により、７月２日（日）に全町一斉河川・道路清掃を行った。 

当日は、午前８時 30 分より建設業協会の協力をいただき、ダンプカーを持ち込み各地区にゴミ

の収集を行い、町内小・中学校・西部テクノスクール及びいくつかの地区においては、別の日に

実施した。社会福祉協議会としては、事故やケガなど万一のときに対処出来る傷害保険に加入 

している。 

尚、集められたゴミの量は、可燃ゴミ 1,860 ㎏、不燃ゴミ 920 ㎏合 計 2,780 ㎏であった。 

（清掃内容：河川清掃、道路の草刈り、集会所周辺の清掃等） 
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② 社会福祉大会の開催 

地域住民や福祉関係者が一堂に会し、表彰を通じて地域で行われる活動を広く知らせるとともに、

講演等を通じて、情報提供、福祉課題への気づき、地域活動の契機とした。 

第１３回 つるぎ町社会福祉大会 

開 催 日 １１／１８（土）・開催場所 貞光中学校体育館 

参加者数  約３５０名 

主 題  心豊かに住み続けたい町つるぎをめざして 

表 彰 者  大会長表彰６名・大会長感謝状１名・ダイヤモンド婚８組・金婚７組 

記念講演 「待機晩成 日本一の脇役が語る人生の美学」 

講  師  笹野 高史 氏 ( 俳優 ) 

③ スポーツ・レクリエーション教室開催等事業（委託元:つるぎ町地域生活支援事業） 

障害者総合支援法に規定する障がい者等の体力増強や交流に資するため、及び障がい者 

スポーツを普及するために開催した。 

 (１)第１１回つるぎ町障がい者スポーツ大会 

障がいのある方が競技等を通じスポーツの楽しさを体験するとともに、体力の維持 

増強を図り、自立と社会参加の推進に寄与することを目的に実施。 

開 催 日 ６／１８（日） 

開催場所 つるぎ町スポーツセンター 

サウンドテーブルテニスは、つるぎ町就業改善センターで実施 

参 加 者 大会参加者計１１８名 

 (２)日帰り研修 

障がい者の交流と社会的生活能力の向上を図ることを目的に実施 

研 修 日 １０／１４（土） 

研修場所 鷲羽山ハイランド（岡山県） 

参 加 者 ３８名 

障がい者２１名、付添１１名、保健師１名、社協職員４名、 

ヘルパー１名（訪問介護事業所ひばり） 
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④地域における公益的な取組 

清寿会と協働し、町内の地域福祉にかかる将来的な展望を共有したうえで連携を行い「心豊かに

住み続けたい町つるぎをめざして」だれもが自分らしく安心して暮らせる地域づくりのため、 

地域福祉活動の支援、福祉の増進に寄与することを目的に地域で無料の出張講座を実施。 

・つるぎ町広報誌を活用し、出張講座のPR 

・いきいきサロン担い手交流会において、連携協定に基づく出張講座のPR 

・平成３０年３月１８日、貞光吉良地区において医療看護についての出張講座を行った。 

【団体運営支援及び協力】 

① 手をつなぐ育成会 

会員及び会費を町内全戸募集、賛助会費収入実績 ８９６，７００円（2,989 戸） 

お寄せいただいた会費をもとに、知的障がい（児）者の福祉事業として、町内小・中学校特別 

支援学級、町内地域活動支援センター（ハッピースマイル・すだち苑）への支援並びに年末在宅

激励訪問や障がい者スポーツ大会開催時等に使わせていただいた。 

 

② 共同募金委員会  

徳島県共同募金会より依頼され、つるぎ町共同募金委員会を事務局として支援すると共に、 

つるぎ町共同募金委員会より助成を受けて、事業経費の一部として使用させていただいた。 

（１）地域歳末配分助成金 

ア．ひとり暮らし高齢者等年末訪問の見舞品費（カイロ） 

イ．防災・災害対策用品の整備費 

③ 献血活動への協力 

町内で実施される献血活動の連絡調整に協力 

 

Ｈ２９年 ８／３０  つるぎ町役場分館前（9:30 ～ 12:30、13:30 ～ 15:30） 

４００ｍｌ  ４７名 不採血者数 １名 

Ｈ３０年 ２／２１  つるぎ町役場分館前（9:30 ～ 12:30、13:30 ～ 15:30） 

４００ｍｌ  ４６名 不採血者数 ７名 
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住民がしあわせに暮らせるよう地域の課題解決を図る 

 

【個を地域で支える援助】 

① ひとり暮らし高齢者安心事業 

地域で孤立するおそれのあるひとり暮らし高齢者世帯に対して、安心生活訪問員を置き、定期的

な訪問による見守り、安否確認、生活に必要な情報の提供等を行うことにより、ひとり暮らしが

安心して住み慣れた地域で暮らし続けられる環境づくりを目的に実施。 

 平成３０年３月末現在 

訪問対象者数   ６３２名（半田  233名・貞光  270名・一宇   129名） 

延べ訪問件数 ８，０４０件（半田 2,559件・貞光 3,074件・一宇 2,407件） 

 要対処相談件数   合計１９０件（半田 60件・貞光 46件・一宇 84件） 

相
談
事
項 

不安  

解消 

介護 

ｻｰﾋﾞｽ 

健康  

医療 

家計  

経済 

家族  

関係 

社会  

関係 

権利  

擁護 
その他 合計 

65 26 49 17 3 11 2 33 206 

対 

応 
策 

個人 家族 
地域  

住民 

民生  

委員 

民間  

会社 

公的  

機関 
行政 

社  協   

訪問員 
合計 

5 16 9 7 13 14 90 98 252 

② 顔なじみ見守りネットワーク事業 

地域住民と接することの多い民間事業者と、見守りネットワークを構築し、異変等を発見したと

きに迅速に対応できる体制を確保することで、誰もが住み慣れた地域で安心して生活できるよう

に支援することを目的に実施。 

○ 協定締結業者数  ２５社 

○ 相談件数        ３件  （平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

対 象 者 ひとり暮らし高齢者 複合世帯 

件   数  ２件    １件 

相談内容 
権利擁護 １件 

体調不良 １件 
精神状態  １件 

 

地域福祉活動推進部門 
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③ 配食（給食）サービスへの助成 

地域のひとり暮らし高齢者や高齢者世帯等を中心に手作り弁当を自宅に配達し、声かけによる 

安否確認をした。 

 

開 催 地 区 日 程（人数） 

計 ２地区 ２回 ７５人 

東南・長瀬 4/25（58） 

敷地 3/3 (17) 

 

④ 子育てサポート事業 

地域における子育て支援及び仕事と育児の両立等のための環境整備を図ることを目的とし、 

子育てサポートの支援及び協力を行った。 

 

⑤ みんなに安心お届け事業 

安心お届け専門員１名を配置し、地域で孤立または孤立するおそれのある社会的援護を要する者

またはそのおそれのある者及びその家族・親族等に対して、定期的な訪問による見守り、安否 

確認、生活に必要な情報提供等の生活支援を行った。 

延訪問件数 ２４５件（不安解消，健康面や服薬の指導など） 

【個を支える地域をつくる援助】 

① いきいきサロンの支援・拡充  

孤立しがちな人たちが住み慣れた地域で、近隣住民と交流しながら自分らしく暮らしていける 

よう、小地域のなかに交流の場をつくる支援を行った。 

いきいきサロン活動（半田地域 １４カ所、貞光地域 ２１カ所、一宇地域 ９カ所） 

 

② 地域懇談会及びふれあい給食会 

常会（自治会）活動の活性化や地域交流のきっかけをつくる支援を行い、地域の絆を強める。 

また、その中でふれあい給食会や参加できなかった人に対する配食活動をした場合、１食あたり

400 円の助成。 

地域懇談会（ふれあい給食会）の開催（２８地区、延べ４６回開催）地域懇談会やサロン活動を

通じて、地域内でのネットワークづくりを支援するとともに、地域のニーズを把握し、社協の 

事業活動に結びつけている。 
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平成２９年度地域懇談会（ふれあい給食会）の開催状況 

○ 半田地区（順不同） 

計 ９地区 １５回 ４５４人 

開催地区 日 程（人数） 開催地区 日 程（人数） 

上蓮 ４／２０(23)、９／２１(24) 上喜来 ５／２８(25)、１０／２９(25) 

日浦 １０／１４(30)、３／３(30) 木ノ内南 ７／２(22)、１／１１(20) 

逢坂 ９／２４(54)、１／２１(42) 西部 １１／２７(26)、２／２４（28） 

高清 １／２１(25) 敷地 １１／４(10)、 

東南・長瀬 １１／１６(70)   

 

○ 貞光地区（順不同） 

計 １２地区 １８回 ５１０人 

開催地区 日 程（人数） 開催地区 日 程（人数） 

長瀬 ４／７(35) 宮内 ９／２４(16)、１２／１７(24) 

三木栃 ５／１０(14)、３／１８(43) 太田（女性会） １０／１(62) 

竹屋敷 ６／１７(15)、３／２０(20) 吉良 １１／２５(40)、３／１８(43) 

広瀬 ７／２(30) 太田 １２／５(54) 

平野 ７／２(20) 大泉 ６／１(17)、１／５(16) 

大南町 ８／８(22) 日浦 ６／１５(19)、１／２１(20) 

 

○ 一宇地区（順不同） 

計 ７地区 １３回 ３７６人 

開催地区 日 程（人数） 開催地区 日 程（人数） 

葛籠・桑平 ４／２３(19)、７／１６(20) 須貝瀬 ９／２(20)、１／２０(17) 

赤松 ６／８(26)、９／８(51) 久藪 １１／２６(13) 

一宇 ９／１１(11)、２／１８(10) 明谷 １１／１９(34)、３／１０(30) 

川又 ９／１１(63)、３／２２(62)   

 

③ 地域福祉活動計画の推進 

第 2 期地域福祉活動計画（平成 25 年度～平成 29 年度）の見直しを行い、第 3 期地域福祉活動

計画を策定した。暮らしに身近なエリアを対象に小地域（町内会・集落）での活動を展開して 

いくことを策定し、第３期地域福祉活動計画（平成 30 年度～平成 34 年度）からつるぎ町内 

（半田・貞光・一宇）に幅広く活動を展開していく。 
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【ボランティアセンター事業】 

① コーディネート事業 

ボランティアの参加を希望されている方、ボランティアグループ、ボランティアを必要とされて

いる施設・団体、それぞれの希望内容に寄り添いながら、ボランティアコーディネートを行う。 

ア．ボランティア活動に関する相談、援助、登録、紹介 

イ．ボランティア派遣依頼（依頼件数 ８件、派遣延べ人数 １３７名） 

ウ．ボランティア登録（個人登録 １４名、団体登録 ９３団体） 

② 教育事業 

学習・研修機会の提供と福祉教育を推進。 

ア．第１３回ジュニアボランティア『寺子屋』の実施（対象：貞光中学校１年生４３名） 

【１日目】平成２９年１０月４日（水）基本的事項の理解と知識・技術の習得 

内容：「ボランティア講座」～手話体験をとおして～、 

「体験学習」アイマスク・高齢者疑似体験、車椅子体験 

【２日目】平成２９年１０月２０日（金）実地体験 

内容：施設の見学、入所者とのふれあい・レクリエーション 

イ．出張福祉講座の開催 

Ｈ２９  ５／１８  車イス・アイマスク・高齢者疑似体験 

（場所：半田中学校、対象：１年生） 

１０／２４  アイマスク体験（場所：貞光小学校 対象：４年生） 

１０／２７  車イス体験（場所：貞光小学校 対象：４年生） 

１０／３１  高齢者疑似体験（場所：貞光小学校 対象：４年生） 

 

③ 活動援助事業 

ボランティアの連絡提携や、会員相互の親睦、ボランティア活動の輪をひろげていくための 

活動を支援。 

ア．ボランティア連絡協議会など、個人及び団体への相談援助及び支援 

○ つるぎ町ボランティア連絡協議会の開催 

【第１回】平成２９年７月２７日（木） 

内容：ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ登録・保険加入、事業計画、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、他 

【第２回】平成２９年１０月５日（木） 

内容：ボランティアフェスティバル 

【第３回】平成３０年３月８日（木）※運営委員会と同時開催 

内容：ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ報告、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ登録・保険加入案内、他 
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イ．ボランティア推進のための機器や場所の整備及び提供 

ウ．ボランティア活動保険等の紹介及び加入 

エ．福祉財団の助成金など活動資金に関する情報提供 

    

④ 広報啓発事業 

ア．ボランティア活動の普及向上のための広報啓発活動として、ボランティアセンターだより 

「しあわせのかけはし」を年２回発行。（内容：町内ボランティアグループの紹介・会員 

の募集、各種講座の案内、イベント情報紹介など） 

イ．第１２回つるぎ町ボランティアフェスティバル 

開 催 日  平成２９年１１月１２日（日） 

開催場所  つるぎ町就業改善センター 

「未来へつなぐボランティア」をテーマとして開催 

（来場者 約３００名、ボランティア ３０団体〔２０３名〕） 

ウ．情報収集を行い活動状況を把握し、年間計画を立てての広報活動 

・ボランティア活動紹介パネル展 （ボランティアフェスティバル時） 

 

⑤ 災害救援ボランティア事業 

ア．要援護者への支援のあり方に関すること 

・平成２９年度つるぎ町地域防災セミナーの開催（町民協共催事業） 

日 時：平成３０年３月２５日（日） 

場 所：つるぎ町就業改善センター大会議室 

参加者：１４７名（内つるぎ町社協職員３名） 

イ．災害ボランティアセンター設置・運営に関すること 

・平成２９年度西部圏域防災訓練 

日 時：平成２９年１０月１５日（日） 

場 所：西部健康防災公園予定地 

参加者：つるぎ町社協職員２名 

・平成２９年度災害ボランティアセンター体制整備支援事業 

日 時：平成３０年１月２７日（土） 

場 所：つるぎ町就業改善センター 大会議室 

参加者：６２名（内つるぎ町社協職員 ９名） 

ウ．広域ネットワークの構築に関すること 

・社協の総合相談支援対応力向上事業（県社協主催）中核スタッフ会議への参加 
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エ．基盤整備 

・災害ボランティアセンター設置・運営に必要な備品整備 

※その他、目的達成に必要な事業 

収集ボランティア（ペットボトルキャップ・古切手）やアンケートの実施 
 

【団体活動への助成事業】 

① 団体への助成（財源:社会福祉基金事業） 

ア．助成申請  5件  484,000円 

イ．助成決定  5件  484,000円（平成 29年度 3月 23日 理事会で承認） 

ウ．実施報告  5件  484,000円 

② 団体への助成（財源:善意銀行事業） 

善意の心を有効に活用することを心掛けてきた 

払 い 出 し 種 類 件 数 備   考 

指定払い出し １  

福祉活動に使用 １ 敬老ハガキ 

中学校への払い出し １ 文集作成一部助成 

特別払い出し ０ 災害見舞金 

物  品 ４ 電気製品 

合   計  ７  

 

福祉事業に理解をもって預託いただいた善意の心 

寄 附 の 種 類 件 数 

一般寄附金預託     ２ 

指 定 寄 附   １ 

物     品   ２ 

合     計 ５ 
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個人に寄り添い、個人が生活のしづらさを解消するための援助 

 

【地域総合相談】 

① 心配ごと相談 

月３回 計３６回 開催  相談件数 ６件 

 

 

 

 

 

② 身体・知的障がい者相談 

月３回  計３６回 開催   相談件数 ０件 

③ 専門職による相談 

ア．理学療法士相談 

月１回    計１２回 開催   相談件数６５件（内、新規１１件） 

イ．司法書士相談 

予約相談  計２３回 開催   相談件数２８件 

【生活支援】 

① 日常生活自立支援事業（委託元:徳島県社会福祉協議会） 

利用者 1 名（認知症高齢者）の死亡により、利用者が１１名となった。また、利用者数を積算 

根拠としている事業委託金についても減少となる。 

新規相談については３件あった。いずれも支援者から金銭管理を中心とした相談であったが、 

本人は利用の意思を示さず、契約には至らなかった。 

・契約件数 １１件 （平成３０年３月末 現在） 

（内訳）認知症高齢者 ３名，知的障がい者 ４名，精神障がい者 ３名，その他 １名 

相談種類 件 数 相談種類 件 数 

離  婚 １    生  計 １ 

家  族 １ 健康・衛生 ２ 

医  療 １     老人福祉 ０ 

福祉サービス利用支援部門 
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② 生活福祉資金貸付事務事業（委託元:徳島県社会福祉協議会） 

新規申請は、教育支援資金（就学支度費）１件であった。 

本会は、社会福祉基金（生活困窮者一時立替金）で小口貸付（上限 10 万円）が可能であるため、

生活福祉資金の新規申請に至らないことが多い。 

平成２９度 生活福祉資金貸付・償還状況 

 

資 金 種 類 

H29年3月

までの 

貸付件数 

H29年度 

貸付件数 

償還 

件数 

延滞利子 

他免除件数 

現在 

貸付件数 

 総合支援資金 ０ ０ ０ ０ ０ 

  生活支援費 ０ ０ ０ ０ ０ 

 福祉資金 ７ ０ ０ ０ ７ 

 

更正資金 ３ ０ ０ ０ ３ 

 障害者更正資金・生業費 １ ０ ０ ０ １ 

障害者更正資金・生技能習得費 ０ ０ ０ ０ ０ 

住 宅 資 金 ２ ０ ０ ０ ２ 

障害者自動車入資金 ０ ０ ０ ０ ０ 

 冠婚葬祭費 ０ ０ ０ ０ ０ 

 就職等支度費 １ ０ ０ ０ １ 

緊急小口資金 ０ ０ ０ ０ ０ 

 教育支援資金 １５ １ １ ０ １５ 

 
教育支援費 ７ ０ １ ０ ６ 

就学支度費 ８ １ ０ ０ ９ 

合   計 ２２ １ １ ０ ２２ 

 

③ 安心カプセル配布事業 

申請件数  １９件 

設置件数  １４件 

累積設置件数  ５８２件 

④ 福祉用具、福祉車輌、レクリエーション用具の貸与事業 

福祉用具（車イス、特殊寝台）  １０件 

福祉車両（車イスを搭載できるもの）  ２件 

レク用具（カラオケ、わたがし機等） １９件 
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⑤ チャイルドシート貸出事業 

チャイルドシート貸出事業（新生児から６歳児を対象に無償貸出、つるぎ町全域から 

需要があった。） 

 種類（Ｂ・Ｃ：新生児～３歳  Ｊ：３歳～６歳） 

 Ｂ・C J 

貸付中 ４０台 １８台 

在 庫 １１台  ３台 

   

※善意銀行事業貸与分 Ｂ・C J 

貸付中 ３０台 ２８台 

在 庫  ８台  ９台 

⑥ 点字・声の広報等発行事業（委託元：つるぎ町地域生活支援事業） 

つるぎ町に居住する視覚障がい者に対し、情報取得の手段として、つるぎ町広報誌および暮らし 

のカレンダーをつるぎ町たまゆら友の会が朗読してカセットテープに録音し、郵送または配付 

しました。 

（１）対象者 ４名（平成３０年３月末現在） 

 

【個人への資金援助】 

① 生活困窮者一時立替金（財源:社会福祉基金） 

つるぎ町に居住し、公的保護または補助などを受けておらず、生活に困窮していると認められる

者に対して生活費の一時立替を行う。財団法人つるぎ町社会福祉基金の解散に伴い、残余財産の 

寄附を受けて事業を引き継いだ。 

（１）生活困窮者に対する金銭の一時立替 

ア．一時立替  １１件     ７５６，５００円（平成２９年度中の実績） 

イ．償還済額  ２２件     ３３８，０００円（平成２９年度中の実績） 

ウ．償還残額  ３０件  １，４０９，５００円（累計：平成３０年３月末現在） 

② 災害等被災見舞金（財源:社会福祉基金） 

今年度の災害等被災は、０件でした。 

③ 小規模災害見舞金の交付（財源:善意銀行）                          

今年度の災害は、０件でした。 



 - 15 - 

 

 

 

在宅での生活を継続していけるように支援する 

【介護サービス】  

① 居宅介護支援事業（ケアマネージャー） 

ケアマネージャーによる、訪問調査（年間計 73 件）及び毎月ケアプランの作成 

（約 55 件／月）、予防計画（町委託約 13 件／月）、住宅改修支援を実施。 

② 居宅訪問介護事業（ホームヘルパー） 

居宅介護事業（ホームヘルプサービス事業〔障害者等を含む〕）（３月 実績） 

常勤ヘルパー8 名、登録ヘルパー8 名を派遣 

介護保険：要介護 35 件／月、介護予防 50 件／月、障害：身体３件、知的５件、精神障害４件 

【地域全体における在宅介護の基盤整備】 

① 家族介護者交流事業（委託元:つるぎ町地域支援事業） 

日頃、在宅で家族の介護をされている方々を対象に、介護者同士の情報交換や介護をしてい 

ての悩みなどを話し合い、心身ともにリフレッシュを図っていただくことを目的に実施。 

   
【第１回】 

日 時：平成２９年１２月１５日（金）１０：００～１３：００ 

場 所：つるぎ町就業改善センター 小会議室（つるぎ町貞光字宮下６１番地） 

内 容：①「家族介護教室」～腰痛にならないための工夫～  

講師：徳島県理学療法士会 

       三加茂田中病院  寺 野   誠 氏 

②お食事（昼食） ③情報交換 など 

参加者：８名 

 【第２回】 

日 時：平成３０年３月９日（金）９：００～１７：００ 

場 所：やすらぎの郷 四国健康村 香川県綾歌郡宇多津町浜１番丁６番地１０ 

内 容：①情報交換 ②お食事（昼食） ③入浴及び演劇観覧 など 

行 程：9:00町就業改善ｾﾝﾀｰ出発 ～10:30四国健康村到着 ～12:00情報交換  

～13:00昼食 ～14:30入浴･演劇観覧 ～15:30四国健康村出発  

～17:00町就業改善ｾﾝﾀｰ到着 

参加者：１２名 

   ※参加者の人数には講師・職員も含んでいます。 

在宅福祉サービス部門 


